
（数学Ⅰ）学習指導案
授業者

学級 １ 年 ６ 組 教室 日時 平成２２年６月１５日（火）２時限２１３教室

第１章 方程式と不等式 改訂版 新編 数学Ⅰ（数研出版）単元 使用教科書

式の展開や因数分解などの式の計算を確実に行い、平方 第３節 方程式と不等式

根や絶対値の扱いに慣れさせ、目的に応じた式変形ができ 指 ６．１次方程式と１次不等式指

るようにする。また、１次方程式や不等式、２次方程式の 導 ・・・５時間導

性質を理解させ、それらの解法を定着させる。 計 ７．絶対値と方程式・不等式目

画 ・・・２時間（本時はその２時間目）標

８．２次方程式・・・・・・４時間

本時の指導

絶対値を含む方程式、不等式主題(教材)

課題プリントの問題を解いてくる。前時の課題

目 絶対値の定義を確認させ、絶対値を用いた方程式、不等式を、定義を利用して解けるようにする。

さらに場合分けによる求め方も考えさせる。

標

学 時間 指 導 上 の 留 意 事 項 評価の方法・規準等習 活 動

指 （導入）

課題の内容と本時の内容を確 ５ ・絶対値の計算が確実に行えたか ・課題の内容が理解できて

認する。 を確認させる。 いるか。＜知識・理解＞

（展開）

１ 絶対値の定義を確認する。 ５ ・絶対値の定義が数直線上の原点

からの距離であったことを確認

させる。導

２ 例27を考え、練習59を解 １０ ・距離の大小を数直線で確認さ ・数直線を用いて絶対値の

く。 せ、不等式の解を求めさせる。 方程式、不等式を解くこと

ができるか。

＜表現・処理＞

３ 例題14を解く。

（１）例27を利用した解法 １５ ・生徒の理解度によって、文字の ・学習した解法を用いて解過

置き換えなどの工夫も提示す くことができるか。

る。 ＜表現・処理＞

（２）距離を意識した解法 １０ ・|x-2|が点Ｐ(x)と点Ａ(2)との

距離であることに気付かせる。 ・２点間の距離を絶対値記

号を用いて表現できるか。程

＜数学的な見方や考え方＞（整理）

５ ・練習60を課題とする。１ 本時のまとめをする。

２ 次時の内容を確認する。

備 男子（２９人） 女子（１１人） 計（４０人）学科・類型（普通科・スポーツ健康類型）

考




